
令和８年度 学校推薦型選抜 小論文(文学科 英語英文学専攻) 解答例 

 

【テーマ】 

異文化理解 

 

問１（30点） 

【採点のポイント】 

・課題文が正しく理解できていること。 

【解答例】 

アイススケートのようなウインタースポーツを楽しんだり，カナダ

の国技であるアイスホッケーの試合を家族や友達と一緒に観戦し，

地元のチームを応援する。 

 

問２（20点） 

【採点のポイント】 

・課題文が正しく理解できていること。 

【解答例】 

英語とフランス語の両方が公用語になっており，交通標識や食品の

パッケージが２言語表記になっていることがある。 

 

問３（50点） 

【採点のポイント】 

・450～500字で書かれていること。 

・自分の考えを具体的に述べていること。 

・高校で習得する程度の語彙力および表現能力をもって文章を論理的に構成していること。 

【解答例】 

異なる言語や文化を持つ人とのコミュニケーションで最も重要な

のは，価値観や表現方法の違いをふまえた対応をできることと考え

る。 

私は昨年ニュージーランドにホームステイした。最初は言葉の問

題だと思っていたが，実際は違った。例えば，ホストマザーに「私

の英語は下手です。」と謙遜して言うと，困惑した表情を見せた。

後で分かったが，日本の文化では謙遜が良いと評価されるが，欧米

の文化では素直に感謝を表現する方が好まれるのであった。 

また，私が曖昧に「多分そうだと思います。」と答えると，ニュ

ージーランドの学校の先生は「本当はどう思いますか。」と聞き返

してきた。これも後で分かったことだが，日本では断言を避ける表



現が丁寧とされるが，欧米では自分の意見をはっきり言うことが求

められる。逆に，クラスメイトが直接的に意見を述べることを，私

は最初失礼だと感じてしまっていた。 

このような体験から，異文化コミュニケーションでは言語以上に，

相手の文化的背景にある価値観や表現方法を理解し，柔軟に対応す

る姿勢が不可欠だと学んだ。（493字） 


